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奉天市政公所の水道計画に関する考察

殷志強
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はじめに

本稿は､張作霧政権あるいは吏永江を中心とする ｢文治派｣が主導 した都市のインフラ整備､

いわゆる奉天市政公所の成立以降における奉天市政の改善 と発展お よびそれをめぐる諸問題 を

明らかにすることを課題 とする｡従来の研究を踏まえなが ら､特に奉天省公署 と奉天市公所の

梢案 と文献を分析 し､市民生活に関わる奉天市政公所の水道計画の経緯 を探 りながら､民国時

代の都市衛生状況および政府の対応について考察 したいO

張作寮はひそかに衷金鎧や番徳麟な ど奉天地方実力派 と連携 して義世軌の腹心である元奉天

巡按後段芝貴を奉天から追い出す一方､産地有力者の支持を得て中央に ｢奉太治奉｣を要求 し

たOその結果 豆916年 4月､張作轟は奉天威武将軍に任命 され､また奉天巡按位を兼任 して､奉

天省の権力の頂点に達 したoこれによって張作葦は東北地域に政権を樹立 し､ さらに全国制覇

-の道を開いた｡これまでの中国の学者の研究は､張作寮の経済活動1や 財政改革2)や軍事改革

3)などを議論の中心 としてきた｡---連の経済 ･軍事政策を実施する際に中心的な役割 を果た し
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た E永江の経済思想4)､諸政 策 の 実 施過程5)､張作葦 とU)せ めぎ合い6)なども研究者のもっとも

関心をもってきたところであるo Lか し､これ らの政 策 の 実 施を支えた産地の実力者の活動と

影響についてはあま り研究 されていないOそれに対 し て ､ 日 本 U)学者はその空自を埋める成果

を隼み班 している｡例えば､江夏由樹は奉天省の土着 勢 力 の 代 表 的 な人物で あ る姦金鎧 を考察

し､在他勢力 と公権力の関係､また奉天♂封日勢力が ど の よ う に 張 作 葦政 権 を 支 えたか を明らか

に した7)｡ また､松還充浩は張碓轟が ｢煤塵安民｣期に展開 した諸政 策 欄 内̀安 定策 8軍事強

化策 8財政強化策)の内容 を検討 しなが ら､張作轟が如何に東北地域に 支配 的 な権 力基盤を作

り 上げたかを明らかにした8)O さらに､ ｢変換問題｣の解決や ｢第三革命｣な どの問題の検討

を通 じて､奉天省の有力者が自らの利益を守 るために張倖轟政権の支持基盤 となったことを指

摘 した9㌔ しか し､張作霧の軍事力拡大によって生 じた増税などの負担-の地方実業者の不満

や反発に関 しては十分に言及 していない｡軍事 と民政 どちらか優先するが とい う議論は張作素

と王永江の施政理念の核心的な相違点である｡張は武力をもって全国を制覇 しようと考えたの

に対 して､王は 一生を通 して ｢保境安民､造福桑梓｣の理想に精力を傾 けていた｡前述 したよ

うに､玉の軍備縮小 ｡財政整備 ･民族実業発展をめぐってほすでに多くの研究がある｡ただ､

-般民衆に最も関わる奉天の市政に関する研究10)は十分に行なわれているとは言えないだろ う｡

i奉天市政計画と市政理念の変化

= 玉東江の施政理念

1920年 6月､王永江は奉天省長 代 理 に 任 命 さ れ ､ 一連 の 行 政 改革や人事調整を開始 したO各

県の知事 を養成するために ｢県知 事 学 ｣ と い う 文 書 を 作 成 し た ｡その中で王は､共同で新生活

を切 り開 くために､悪性の官吏 の 除 去 ､ 実 業 の 振 興 ､ 農 業 施設の整備､教育の重視な どの課題

に触れている｡しか し､ここで強 調 し た い こ と は 王 永 江 の都市衛生事業を重視す る考えである｡

王は ｢人類社会に生きるために ､ ま ず 強 壮 な 体 が 必 要である｡それがあれば他 の 事業の発展を

図れ るO 故に衛生 とい うことは 東 西 の 各 国 は すべて重要な政治課題 としている｣ 川 と述べて､

都市衛生を市政の重要な課題 として位置付けた｡民衆の幸福を施政の最終目的に置いた王永江

は､最初からそのための市政の改善に全力を挙げる姿勢を表明 した｡

L2 技 師 た ちの都 市 園

また市政に専門知識を持つ新たな技師も､奉天の近代的な都 市 建 設 構 想 を積極的に示 した｡

例えば､1924年には漆海鉄道の工程課長である張国幣12)工程 師 が ｢奉 天 省市政計画書｣を発

表 した｡張は市政工程の各項 目を人体の各器官に例えている｡ ｢市 政 機 関は街市の如く､官
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嘉は街市の精神の如 し｡電燈はまるで街市の両眼のようであり､電話電報は街市の茸のよう

である｡上水道は血液の循環の如 く､下水道は胃腸U)排滑の如 し｡電車は筋であれば､橋は

骨節である-花車樹木 か公園 ･建築物は衣服など飾 りのようであるo以上の項 目は一つでも

欠くことがあれば､人は完全無欠な太ではなく､市政は完全な市政ではなくなる｣13)と中国

本土で育ってきた技師も､近代都市のイン フ ラ 整備に注 目し､専門的な視野から奉天の市政

建設に力を注いだ｡

1.3 市政公所の成立と市政の改 善

奉天市内の市政管理を実施するために､1923年 1月から市政公所設立のための準備が始め

られたO先ず､委員を設け､分別調査計画をした｡また､数十人の専門家を集めて数ヵ月間

憤茎に討論 した上で､行政の各項 目を決めた14)05月 3E3､市政公所等備所が成立された｡

曾 有 翼 が 所 長 に 任命 された｡骨は市政公所の職能範囲を規定し､将来の市政事業に関するさ

ま ざ ま な 構 想 や 組 織条例を発表 した15)08月 量目､ ｢奉天市公所暫行 (暫定)章程｣が公布

さ れ ､ 奉 天 市 政 公 所が正式に成立した｡市政公所は市政管理の専務機関としての機能を果た

し 始 め た ｡ この章程によると､奉天市政公所は以下のような事務を担当していたo

l､ 市財政及び市公債

2､ 番の公有財産及びその管理

3､ 市街道路溝渠建築及びその他の土木工事に関する事業

4､ 市公共衛生及び公共事項

5､ 市の戸籍及び市選挙

6､ 市教育風紀及び慈善事業

7､ 市交通電気石炭水遺及び他の公共事業

8､ 省 政 府 委 任 新理事項

また､表 量に示 したように､奉天市政公所の内部には六つの事務課があり,それぞれの任務

を通 して､近代的な市政管理を実施 しようとしている｡ 財政にも､工程管理や技術の面にも､

専門的な責任者を配 置 した｡衛生の管理が市の重要 な 課題になったことも市政進歩の象徴であ

ろう｡本稿が注目する水道の建設に密接に関わる部門は工程課である｡
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表 1 市 政公所の事 務 一覧 :

総務課 市 の選挙 ､文 書 ､統 計報告 ､職 員 の進退 ､市政公所 の経 費 .予算 .決算､庶

務

財務課 市費 の徴収 ､ 市公債 ､市公 有財 産 ､省 庫補助金 の管理 ､全 市行政経費予算､

そ の他 の財務

一一程課 市 区L!)計 両､建築及 び道路 .橋 梁 .溝 渠 .水道 .電車､帖樹､公園の管理､

測塵 ､そ の他 の市 工程

衛 生課 街 道及 び公衆便所 の清掃 ､公立市場 8屠畜場 h浴場の管理並に劇団 8旅店 を

妓館等に対する取締､検疫所及び各伝染病院の設立管理､戸籍調査管理､そ

の他の衛生事業

教育課 市立及び私立各学校の管理､図書館の管理､市民風紀の維持､劇場及び娯楽

場の管理､慈善事業

電気や電車.水道や石炭申及びその他 の公共事業U)経理､商難事業の回収 者

注:｢奉天市政公所章程制度｣より作成､JACAR(アジア歴史資料セ ンタ-)Ref.BO305018鋼00

(第0437-04舶画像目)各国内政関係雑纂l支那ノ部/清洲第十三巻 (十6,呈上 (外務省外交史料

鰭)0

2 20年代における奉天市内の水道問題

奉天における上水道の歴史は 1912年に幕 を開いた｡水道 創 設 前 に お い て奉天市民の ホ般給水

は公共井や私設井に依存 していた019ま2年､満鉄付属地び)上 水 道 が 起 工された｡1914年､千代

田 公 園内に内径 9メ- トル､深 さ 相 メー トル､側壁煉瓦作 りの第 -替水源井が､廟筒賀及び同

公 園 前 広 場 に容碩 舶0 トンを有する旧給水塔が築造 されたO当初の計画では給水人 口を 5万人

と想 定 し ､ 量 目 里人あた り0.星立方メ- トル と定めていた｡工業用水を加えれば lRの用水量

は 6,醐 0立法メ- トル になった｡第 --号井の 1日7,000立方メ- トル以上の湧水畳は､当時の

需要を満た していた｡湧別5年 五月に--日｡部の給水が始まった｡1923年､さらに水の需要を満たす

ために､第 -号井 と同型の第二号水源井を増設 した｡ i928年に至 り､配水区域の拡大による､

需要水量の増加のため配水圧の不足が生 じた｡最大用水量は 1日約 9,500立方メ- トルに達 し

たので､給水量 1日 12,000立法メ- トルの新計画が立案された｡ま929年に､また千代田公園

内に内径 10メー トル､深 さ 12,50メー トルの鉄筋 コンクリー ト造 りの第 三水源井を増設すると

共に､筒 壁 式 鉄 筋 コンク リ- 卜造 りの､水槽内径 14.30メ- トル､有 効 水深 7.30メ- トル､有

効容量 壬,200 立法 メ- トルの新給水塔 も建設 したO なお､1930年に 榔 筒室 を拡張す るとともに

噺筒位置を低 下し､給水管 を深 く し､水源井の湧水最を増大させた召6㌔ このよ うに満鉄柑属地
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と商埠地の一部には 上 下 水 道 が 設 置 さ れ た O だ が奉天城内にはほとんど上下水道がないままで

あった｡ この間､奉天 市 の 都 市 化 に伴 い ､ 入口が増加 し､工業も発展 した｡そのため､伝統的

な水源は汚染 され､市民の飲用水の水質は徐身に悪化 していた01915年の 『満州 日日新聞』に

｢奉天の水道問題｣とい う記事が裁っている｡その記事は張作寮の排 日行為 のせ いで 日本人商

人の日中合弁の水道事 業 構 想に裏切られたと不満を記 しているものの､奉天城内の衛生状況も

明細に書かれているO

奉天は人口二十 万 の 都 会 に して､其の反映清洲に冠たり､陪都の称空 しからずと謂 うべ し､

然れども其 の 衛 生 状 態 如 何 と顧みれば､-として文明的なるはなく､上下水道の設備欠け､

道路の修繕整 わ ず ､ 雨降れば泥棒靴を没 し､天晴るれば沙魔面を撲り､基不潔なること言

語に絶せ り､殊 に 甚 しきほ飲料水の不良にして､城中随所に撃たれたる森井は某の質既に

不良なるが損 こ､僚永浸透 し魔境混入 して､益々不良ならしめ､之を附属地g)ヒ水に比す

れば､殆んど清水と濁水との別あり､積年の習慣 として城中の支那丸は之を引用 し居れ ど

も､彼等も亦清濁良悪の差あるを知らず､唯水道敷設費の巨款 となるを以て､今 E3まで未

だ水道敷設に至らず､忍んで不良の濁水を引用 し居るのみ､就中悪疫伝馳病等の城内に流

行するは､飲料水の不良に起因すること支那官民の熟知する所にして､水道敷設の急

要は之を認めざるにあらず､時機 と資源の関係は今 日迄遷延せ しな り｡17)

奉天城内の市民の飲用水状況を確保する市政公所は成立直後に上水道事業を最急務 として取

り組んだo Lかし水道工事は大規模であり､また厳太な経費が必要と予想されていたため､こ

れを直ちに実行に移すことはできなかった｡そこでまず､人口調査､水源地､地形､標高など

を十分調査した上に計画を立てることになった｡利権の流出を防ぐこと､また市民生活に密接

にかかわるなどの理由から､これを外国資本や私営資本によって建設することもできなかった｡

第二次奉直戦争で廃太な資金を軍事費に投入 したため､市政に当てられる経費は年間 300万元

しかなかった18)｡こうした理由によって､奉天市の水道工事計画は 1923年以来数次の修正変更

を経て､本格的に建設に着手されたのは 1930年であった｡ここで､その間の複雑な準備活動の

実態を考察したい｡

2.i 1923年 の計画案

現存する市政公所の水道に関する文書を見ると､最も早いものは 漫923年の市政公所が作成 し

た ｢自乗水説明及び概算表｣19)である｡この計画案は澗富公司が計画した案に基づいてそれを

修正したものである｡

この澗富公司の三期に分けて竣工する寮に対しては､設備の費用が甚だしく巨大であるため､

もし利用者数が少なければ欠損を生じることは避けられないと認識されていた｡そこで工事を
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九期に分けて人口密度 が 高 い 区域 ､すなわち城内及び東関南部を第 -期 として開始 し､次第に

全域に拡張することに修 正 され たO具体的には､表 20)ようになったO

表 2 1りコ3年市政公所案の地域区分

期別 - - 凹 蕊 六 忠 八 九

区域 城内及び 西関 北開 魔関北 南関 東南模 西南住 西北工 商埠地

廉悶南部 部 範区 宅区 業区

居住人目 7号余 6万余 5万余 2万余 3万余 不明 不明 不明 不明

川水 九目 5万 4万 3万 1万 5千 2万 1万 里方 1万 5千 2万

出所 : ｢奉天市政公所 自乗水説明書｣､奉天市政公所梢､巻宗号 345､滴暢市硝薬館所蔵｡

また､水道管については､澗富公司案が高価な木管 (全体で 32万元相当)を使 うことになっ

ていたのに対 して､鉄管は逆にコス トが低いと判断 したo Lかも第 -期工事に必要とされる水

道管材料を合計 しても26万元近 くに過ぎないため､自力で鉄工場を創設 し鉄管を作れば -石二

鳥であると楽観 的 に 考 え た o

給水料金につい て は ､ 普 通 の 井 戸 水 の 50斤毎銅元一枚に対して､市政公所は 60斤毎銅元二

枚 とした｡

水源地については､滞河を水 源 地 とする他に､別の二つの 方 法 を考えた0 --つは溝 を掘 って

滞河の水を小河沿まで引き込んで櫨過 し､給水塔に送る. もう 一つは八王寺や小河沿に大農の

井戸 を掘 り､この井戸水を汲みあげて給水塔に送る｡ この二つの方法により遠距離の水管埋設

よ り現大洋 16万あまりを節約することができるはずであったOただ､各給水区域の標高や水量

な どを確実に調査 していなかったため､計画通 りの実行は困難であることが明らかになった｡

このため､滞河を水源地とし､水道管は購入するとい う形に改められたO

この計画に対 して､奉天省公署は ｢この計画は詳細であり､承認する201｣とい う指示を出し

たが､水道管の選択問題や水源地の問題などを再検討す る必要があるため､なお詳細に審査 し､

予想外の害を残さないようにしようとした｡結局､市政公所の 1923年案はそのままにな り､実

現できなかった01923年の関東庁警務局が 日本外務省のアジア局など-の情報報告2豆㌔こよると､

当時市政公所の計画案は着々と準備 されたものの､容易に進捗 しなかったとい うO その理由と

して水道事業に要する費用は僅かではなく､とりわけ､軍備に多大な経費を要 す る 奉天の財政

において難 しい課題だった とい うO張作轟にとって 一番重要なのは第二次奉直戦の準備である

ため､魔三省兵工廠の成立に厳太な資金を投 じていた｡1923年の軍費支出は2040万元で､財

政総支出の 81%を占めると言われている｡
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2.2 且926年の議員建 白書

1926年 9月 28日､奉天省出身の衆議院議員張嗣良は ｢省城 由来水公司を創設する｣22)など

三つの議 案 を提議 した｡その提案は第二次泰直戦や郭松林事件により一時的に沈滞 している水

道建設の声を再び盛 り上が らせ､奉天城内の水道建設事業に拍車をかけた｡

省城には急いで自乗水公司を創設するべきだO現在ではすべての大都市や港はみな白楽水

公司を持ち､便利を図っているo 公営にせよ､官商合雛にせ よ､所用費用は奉大洋 300万

に過ぎず､三年間には投資 を 回 収することができる｡その後､年間の純利益は 100万に達

する､喜んでや らないわけがないだろ う｡ ただし､外国資本は制限 しなければならない｡

万一不幸にも国際関係が平和を失った ら ､ 水道管を塞いで断水 した り､毒を入れた りなど

の事態が生 じるかもしれず､これは市民の生命 と関わるので防がなければならない23㌔

この議案を受けて､10月6日東三省軍政督難は奉天省公署に ｢張の陳述する内容はかな りの

見識を有 している｡該公署は詳細に調べ合わせること24)｣とい う訓令を出した｡同月 22日､政

務庁長は市政公所 と財政庁に訓令を送 り､張の提案に対応する両機構が合同で協議す るよう要

請 した25)O

豆1月 24日､奉天市財政庁長の莫微意 と奉天市長の李徳新 (東京帝国大学政治科挙)は政務

庁に返事をした｡その中でまず､水道事業は市民の飲料水 と密接にかかわっているため､全 面

的 ･徹底的に計画 しなければ手抜か りを防ぐことはできないと､水道事業になかなか着 手 で き

ない理由を説明した｡また､李市長は着任 してす ぐに英知を集めるために調査員を指 定 し て 各

事情を調べ させたO 『奉天時報』26)などの新聞紙で水道の専門的人材を招帝 しようとしたOそ

の他､参考のため､兵工廠 ･東北大学工廠 8太宰工廠などに水道鉄管及び付属品の価格を推算

するための要請書簡を送った｡ さらに､憤昌 砂逸和 8西門子 e斯可達などの洋行及び兵工廠が

推薦 され た 日 本 水 道婁井公司の高山技師などと相次いで市政公所で打合せを行った｡要するに

水道 事 業 の 準 備 作 業は相当に進んでいることを表明 したのであるが､ しか し現業には さまざま

な理由か ら水道建設の実現-の道は予想 より困難であった｡

2.3 1927年の水道事 業 を見合わせる案

ま927年 8月8日､奉天市長李徳新は奉天省公署に作 り上げた城内水道計画及びその予算表､

営業収支概算表､水源地及び給水区域図を提出するとともに､水道事業の所要費用 (市政公所

が用意す る部分を除いて)50万現大洋を要請 した27)｡

そ の計画は主に人 口密集の城内区を第 一期の給水区域 として立てたものである｡大小北辺門

外の間にある居住区南部の区域は水源地 として選ばれた｡そのあた りで適当に深 さ20-25メー

トル､直径 12メー トルの井戸二つを掘 り､井壁 を煉瓦あるいは鉄筋コンクリー トで固める0 - -メ
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日の出水量は7,000トンと想定し､初期計画の配水入 口 5万人､一人あた り用水量 0,06噸､総

量 3,000トンを十分まかなえるとしたo仮に将来配水区域を拡大し､全市入口数が50万人まで

増えても､井戸の数を三つ増加 して供水能力を35ヲ000トンまでに向上させることは難 しくこと

ではないとしている｡

表 3 第一期配 水 区 域 内 の 人 口及び需要量

区域 人卜1 日 需要量 ( 一入 あた りlOO行㍉汗0.0(ートンー

小東門分所 2898 玉75

小南門分所 1982 lュo

大南門分所 1435 88

文廟分所 1287 79

公署東分所 日40 7()
大北門分所 3307 200

法政学校分所 3220 195

西聾門分所 2重24 129

通済倉分所 2225 135

太西門分所 ユ018 123

小北門分所 3890 235

小西門分所 2778 l68

戊行分所 3938 238

驚記胡同分所 4360 162

潜徳胡同分所 2729 l63

太東門分所 1781 mO

出所 :奉天市政公所梢､巻宗号 5掴､ ｢呈省長為掲具第--･期自乗水計画予算詣抜款事由｣(洛

陽市硝薬館所蔵)｡

これを受けて 8月 22日に､奉天省長公署は市政公 所 に 指 令 を 下 し た ｡ 市政公所が請求した

50万の支出金を省の財政から出すことを認め､許自首す る べ き だ と 判 断 し た｡施工の適切性､予

算の確実性などを確かめるために､技師の毛朋網蔓を派遣 し て 現 場 調 査 さ せ､その結果次第 で 結

論を出そ うとしていた28)｡奉天省公署は郷∃確に市政公所の 計 画 と 予 算 を 否定せず､かとい っ て

賛成もしていないという極めて暖味な立場に立っていた｡
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毛鵬程の報告を受けて奉天公署の態度は-愛 し､市政公 所 の請 求 を拒 否 したO9月 23日､市

政公所が提案 した自来水事業を一時見合せるとい う命令を下 した29)｡その理由は主 として計画

の未熟 と技術面の欠点にあった｡今回の自乗水計画及び計画図は初の試みであ り､かつ簡単な

計画に過 ぎず､現場の工事に関す る詳細な調査や計画がなお欠如 している｡また､水源地の出

水愚の多寡や水質の善 し悪 しについては確認 しない と使用できないo水道管を埋設す るために

は､奉天市の地形図を精確に測量 しなければならない｡ただ し､これ らの理由はある程度説得

力があるとはいえ､本当の原因は財政難の問題であったと考えられ る09月 7日､張搾寮は莫

徳恵省長に電報を送 り､第一期 自乗水事業に関 して-切財政資金を分配 してはいけないと命 じ

た30㌔ すなわち李市長の水道建設計画が美徳恵を中心 とする省公署の承諾を得ることができて

も､すでに中東政権に権力欲を伸ばしている張作霧は奉天市の市政建設にあま りにも関心を寄

せなかったため､この計画は---時的に延期せ ざるを得なかった｡奉天市政公所が精力的に推 し

進めた水道事業の創設運動は低迷期に入っていった｡

表 4 張氏政権時代における奉天の主要ポス ト

時期 省長 市長 財政庁庁長

1917年 6 張作裸 (兼) なし 土永江

1920年 6月 王永江 汗宅) なし 王永江 (莱)

1923年 8月 十永江 曾有翼 王永江 (兼)

1926年3月 美徳恵 く代) 曾有翼 美徳恵 (莱)

l927年3月 美徳恵 (代) 李徳新 莫徳恵 (義)

2.4 1928年における水道事業再開請求

1928年 4猷 李市長は莫倦怠に替わって就任する奉天省長の劉尚晴に請求書を送 り鞘､一時

中止 されていた奉天市内水道建設の再開を申し入れた｡李市長はこれまでの申請と審査の経

過をたどり､特に前任の莫代理省長時代の方針について述べた｡李市長は､さらに次の よ う

に指摘 した｡省公署が取った万全策を期する憤重な姿勢については納得できるが､水道は市

民に飲料水を提供 し､また保健や公衆衛生に関わるものであるので､市政計画の根本 として､
最も優先的に解決されるべき課題である｡ ところが､奉天市政が始まってからすでに五年間
を経ても水道事業に本格的に着手できないことは極めて遺憾である｡ち ょうど融雪の季節で
あるので､工事の完成を目指 して成るべ く早目に着手すべきだと李市長 は考 えた｡なお､今
回の施設の建設は実際を重ん じ､虚飾を捨て去るので､第 一期費用 は僅 か 50万現大洋であるo
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実 は非 常 に低 廉 で､極 めて経済的である｡第 --期計画を完成 して城内区域の用水を供給 し､

次第 に供 水 区域 を拡 大して数年間で全市の範囲まで普及することができる｡

この詣求を受けて､奉天省長公署は速やかに指令を ㌍-した｡王有桂を派遣 して市政会所a)計

画案 とその予算を確かめることに したO

王有桂 が調査 した結果は以下の通 りである｡市政公所が立案 した計画書は大きな問題がない｡

ただ し､詳 しい施工図や具体的な施工の説明書､地形の測量などを備えていないため､計画の

実行が見通せず､また実行できたとしてもその結果はどうなるかもわからない｡なぜ市政公所

の計画は水道の施二日こついて触れていないかo今回の水道建設は未曽有のことであるので､英

知を集 め る との見地から,やはり入札の道をたどる方がいいと考えた｡すなわち､各入札者は

詳細 な施 工図薬を市政公所に提 出 し ､ ま た市政公所はその うちU)最も優れた物を選ぶ とい うこ

とであるo Lか し省公署は入札に よ り 施 工図案を決めるという考え方に同調 しなかったo ｢施

工 図や作法説明書は極めて還要な も の で あ り､もし入札で設計方法を決めたら将来なんでも請

負 業者 U)支配 に従わなければならな い ｣ 32)と心配 したo結局､さらに詳細な施工図が必要との

理 由で市政公所の請求は再び拒否 され た ｡

2.5 r東北新建設』 と水 道 事 業の兆し

1928年 6月4日､張作森は 日本関東軍参謀の河本大作中佐が画策 した皇姑屯事件で重傷を負

い ､ 間 もな く死亡 した｡その ｢家仇｣と ｢間鴨｣を背負った張学良は蒋介石を中心とする国民

政 府 との 合 流を決意 したO日本は東北の権益を失いたくないので直接張学良に圧力を加えたが､

張 は ｢中 国 の危 急 存 亡 を救 うためには､速やかに南北の統 一を謀るべき｣33)と考え､中岡を統

旗 臓 を改易す｣とい う通電を発 したoいわゆ る ｢東方易幡｣であるoこの事件を契機 として中

国 は形式 上の紋 .を完成させた012月 31日､張学良は南京国民政府に東北政務員会主任委員

に任命 され3功)､外交を中央に任せる､東 北の政務管理権を引き続き握 り､養期間の軍閥混戦を

終わ らせ た｡ その後､張学良はしばらくの平和環境を利用 し､ ｢東北新建設｣ とい うスロ-ガ

ンを呼び かけて､軍備縮小 ･財政整備 や鉄道建設 e実業の発展などを通 じて東北地域の政治 ､

経済､軍事､文化 の現代化を促進 させた35)｡奉天の市政建設はこの時期新たなチャン ス を 迎 え

た｡

呈929年 1月 16日､国民政府の命令により､笹文選を中心とする 12人が 奉 天 省 政 府 委 員 に 任

命 され た｡ と りわ け霞文選は主席に指名された｡陳文学は民生庁良､浜坂鷺は財政庁長､王 統

桂 は教育庁長 ､劉鶴齢 は農鉱庁長､影志雲は建設庁長にそれぞれ任命 され た36)o

摘29年 3月 1日か ら寒 東署 は正式に遼寧省と改称 し､従来の奉天省公 署 の代わ りに遼寧省政

府 が創 立 され､笹文選が遼寧省政府主席 となった｡中岡では ｢新宮 上 任 三 把火｣ということわ

ざがあるQその意味は ｢新任者 は 改 革に熱心だ｣とい うことであるo 新 任 の笹主席 と影庁長は
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ともに水道事業に熱心に取 り組み､市政革新を重視する姿勢を示 した｡図 1のように､新たに

成立した建設庁は道路､港､航空などの交通事業や水利､電力などU)インフラ整備に幅広 く関

わっている｡当然､これ以降奉菜市内の水道事業も建設庁の管轄下に置かれた0

3月 13 日 ､ 奉天市産U)李徳 新 は深文選主席に意見書を送った｡今回の報告書はこれまでの請

求書と遠 い ､ 水 道 建設 の必要性や計 画な どを強調するだけではなく､水道事業U)実現のための

資金問題を中 心に議論を展 開 していた｡すなわち､もしある手段で

水道建設の費用を集めることができれば､この事業の着手のために大きな…----歩を踏み出す と李

市長は考えたO

奉天は東北の文化中心であるため､各種の土木工事の建設は延ばすわけにはいかないO特

に水道のことは当面の急務である｡ しかも､初めて敷設するので､巨額な費用が必要 とさ

れる｡省の財政が逼迫 している際には当然水道に投資する余力がない｡ もともと市公債を

発行するつもりだが､ 市民 は 公 債 に つ い て よく知 らないのでこれまでの国公債や省公債に

対 して無関心であり､ 無 理 や り に 分 担 さ せ な ければ買 う人がなかなかいないOだからこそ

今回水道に関する市公 債 を 発 行 して も 効 果 は 期待できず､逆に利より弊害が多く生 じる｡37)

図 1 建設庁の組織図

痩読庁 ぎ第-.--.-.潮 ｢ザ 民 営 鉄 道 ､ 長 距離バス､道路､橋梁､涯､航空､土地- 最

韮第二科 l雪 水利､河川､国内河川輸送､汽船､竃九 竃乳 電信

韮第三科 ト 瑚 予算毒決算の統計､- 経費の管軌 公有財産U渦 管

垂第四科 l｢ 庁内に会計､庶務､文書の受領 8配私 雑務

注､ ｢遼寧省政府建設庁組織条例｣により作成o前掲 『弦学良与京北新建段資料迭』､140頁｡

このような状況 は 単 純 に ｢官雛｣ (政府単独出資す るこ と) とい う形では絶対に成 し遂げら

れ な い と李市長 は 判 断 した ｡ 従 って､彼は ｢官据 ｣ を断念 し､ ｢官 商合顔｣あるいは ｢官督商

難 ｣ とい う新た な 考 え の 筋 道 を 省 政 府 に意 見を打診 した｡3月29日､奉天市は滴陽市と改称 し

たO

李市長の提議に 対 して ､ 省 政 府 は第十七回委員会を開き､建設庁でこれを審議 して対策を立

てるとい う方針を決め た 3呂)0

建設庁は省政府の指令を 受 け て､李市長の提議についての審査 と議論を開始 した｡4月 23日､

影志雲庁濠は主に李市長が提議した ｢官商合雛｣と ｢官督商難｣の二つの方法をめぐって議論
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し､審査結果 を省政府 に送 って､上の判断を求めた39)｡この二つの方法なら実施できると建 設

庁は考えていた｡ た だ し､水道 ･電力 帝ガスとい う三つの事業は市政の中で最も塵要である｡

民生に悪影響を避 け るために､公営すべきであるが､経費が足 りない現段階には ｢官商舎難 ､

股本革担｣ く政藤fと民間資本が共同で出資 し､また資本金を等分すること)とい う方法 しかな

いo Lかも､この合弁の年限を二三十年に限定 しなければならないO期限が過ぎたら随時民間

資本の株を買収することができる､と同時に衛生部 も諮問状を省政府に諮問案を申し出たo

飲周水は人にとって不可欠な物である｡もし水源が汚数されれば､伝駄病の流行を引き起

こしやす くなるc数に､飲用水の水質の改良は衛生行政の要であるOまた､水道は水 質 の

改良の根本的な遠であるo これは人口が密集 している都市として､とくに急務である40㌔

省政府は 5月に開かれた第 24回の会議で李市長の提議 と衛生部の諮問を併せて審議 し､おお

ざっぱな決議を採択 した｡原則的に ｢官商合顔｣の提議に賛成 し､また建設庁に先行計画を作

るよう訓令を出した4㌔

建設庁は省政府の訓令に沿って直ちに調査研究に入った｡市政会所が水道の建設を唱えて以

来の記録文書を詳細に検討 し､その中の蛋要な問題､例えば用水量 ･水源地 ｡取水方式 .仁事

の時期区分をめぐる ｢水道計画の先決要項｣42)をまとめ省政府-提出した｡

そ こで この 先 決 要項の内容を詳 しくたどり､建設庁U)水道開発に関する構想図を考察 しよう0

第 一 二､ -人 あた りuj用水巌が)多寡は水道 工事U)設計に密接に関連 していたo建設庁m考え

か ら見 る と､ 水 の需要量は各地の市民生活習慣や発達の程度に関わっているが､原則 としては

実 際の状況に即応 しながら､将来のことを予想 しければならない｡1923年の市政会所の計画は

-人当た り -FWう用水農を50斤 としている｡その後の計画では平均 1榊 斤に増加 させた｡当時

市民の実際の用水最をみると､50斤の水は少なくはなかった｡前述するように､同時代の満鉄

付属地の 日本人が計画している平均用水量は 100斤であったo Lか し､建設庁は将来U)市民の

生活改善を考慮 して一人あた りの 目用水量を 140斤 と定めた｡確かに時代の先頭に立っていた

ようである｡

第二に､水源地について､表 5のような四つの選択肢を取 り上げたOその四つの候補地の中

で､建設庁は八王寺や小河沿がもっとも適切だと考えていた｡

表 5 水源候補地

候補地 特徴

甲 滞河 城内との距離は遠 く､長い水道管が必要O出水最は多くても､費

用は高いO

a 小河沿 水質ずつと優良で井戸掘 り式に良い

丙 )も王寺 水 質 は 高 品 質 であるが､小河沿と同様に水蚤は滞河より少ない

辛 商埠地南部 滞 河 に 瀕 し ､ 水質はいずれ飲めるoLかし∴市内との距離はやや
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第三に､取水 方 式 に つ い ては､水源地により二つの異なる方法をあげた｡もし滞河を水源 地

とすれば､直接吸 水 ポ ン プで河の水を液過池へ汲みあげて､その後､給水塔まで送るとい うこ

とになるo ･方､ も し 八 王寺や小河沿などを水源地とする場合には､井戸掘 り式を取 り､さら

に井戸から水を液過池 - 汲みあげて給水塔-送ることにする｡

第四に､水道工事は巨太な工事であるので､時期を分けるかどうか､また幾つの時期に分け

るかとい う問題をさきに決めなければならないと考えたOそれは資金集めや具体的な施工凝作

成のための前提 として欠かせない根拠であるoそれがなければ､計画はまだ絵空事になって し

まう｡だからこそ､建設庁はそれを極めて重視 し､現地調査しながら工事を三期に分けて進め

ると提言 したO調査の結果､当時奉天城内と商埠地43)の住民は約 28万人に達 し､もし-指 して

すべての人口の給水を提供することになると約 250万元が必要であった｡ しかし､一時的に巨

額な経費を調達することは無理なので､十万人ずつを基準として三期に分けてやれば､第一期

は約 呈00万現大洋､残 りの二期は約 7.80万現大洋が必要であると予想 した｡

第-期の配水区域は城内 ･商埠地 ･太北関大街 ･大西関大街に分布 し､給水人口は 号0万以上

になる｡かつ給水塔 ･総給水管 ･ポンプ及び各街道の幹線給水管などの施設は将来の発展規模

を予想 して全般的に考慮 しなければならない｡それ故､第--日-期に ま00万の予算はやや多いと見

られるが､実際には長期的な見通 しに立った経済的な計画である｡

6月､省政府は第 33回の委員会を開き､この建設庁の ｢先決要項｣を審議 し､建設庁が提議

した意見をすべて受け入れた｡用水量は 逢40rTを基準としたO水源地を乙と丙とする二項 目を

採択 し､取水方式を第二項､すなわち八王寺や小河沿を水源地とすることなどを決定 した｡ さ

らに､建設庁を中心に水道計画委員会を組織 し､建設庁長が委員長､漆陽市長が副委員長に就

任するとしている44)o

ここまで､長い間に振 り返 し議論 された奉天市の水道計画はついに実行に移す兆しが見られ

たoLかし､建設庁はその後の二年間に調査研究を続けさせた｡i931年 7月､李市長は二年間

にわたって建設庁が推進 している水道事業計画が行き詰まっていることについて､極めて不満

を持ち､水道建設の主導権を再び市政公所に返還 させようとする願書を省政府に送った45)｡彼

は行政システムの素乱が水道事業を遅 らせ､大きな損害をもたらした原因であると考えた｡建

設庁は建設を専務 とする機関であるので､建設事業U)一つ としての水道を主管することは間違

いないo しか し､もともと水道は市政公所の専務であるため､市政公所が監督すべきである｡

もし､一時的な環境の変化 に より､固有の行政システムを破壊すれば､逆に効率を低下させ､

また工期の遅れを招致 し､おおきな損失をもたらす｡従って､彼は､まず責任を明確にして､

水道事業の確実な推 進 を確 保するために､この事業を市政公所に任せることが必要であると要

請 した｡

この要請 に対 して､省 政府 はどのように対応 したかは不明である｡芝か月後の 9月 18日に､

｢清洲 事 変 ｣が 勃発 し､李 市長 の水道構想だけではなく､東北全土が F3本の支配下に置かれた｡
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市 政 公 所 が成 立以来 8年を経 て ､ 特 に挙市長を中心する市政革新派が心 血を注いだ水道紬画は

未完成のままで終わったo

おわら‖ニ

本稿は､1920年代市政会所が成立以降行った奉天市内水道計画の経緯 とその内容を考察 したo

計画開始から8年間にわた り繰 り返 し議論 され､案は修 El:.されたが､最終的に同計画は実施 さ

れなかったOその主な理由は以下の三つが挙げられ るO

まず､財政の困難は水道計画が難航 した要因と考えられ る｡ 軍 閥 混 戦の 20年代に於いて戦

争がなにより優先な課題であると張作轟は意識 していたため､大 部 分 a ) 予 算は軍事費に投入 さ

れたO王永江や撃徳新など ｢文治派｣は ｢保境安民｣の理想を抱いて民生 に 関する市政事業に

全力を尽 くしたものの､資金困難の問題に苦 しんで､なかなか水道事業を推進 しなかった｡

次には､水道は東北地方政府に対 して兼営有の事業であるので､地形の測量か ら給水まです

べてのことはゼロか らしなければならない｡従って､ほかの道路の建設や電車鉄道U)敷設など

よりかな り時間がかかった｡また､水道は公衆衛生の根本であるので､政府は出資問題や所有

権の関越に対 しで焼還する立場を取った｡

最後には､行政システムの混乱により政府効率が低 Trさせた｡前文に述べたように､時局の

変化により､奉天の行政組織も変勤 し､解に伝統的な ｢太治｣の社会において､市政事業は行

政官僚U)トップの変化に大きく左右 されるO奉天市政公所 は終始 一貫 して水道建設の主導権を

握ることができなかった｡

清洲事変後､日本に支配 された奉天市政公署はその計画を継続 し､1934年 4月に着工 し､ 経

費 80万元を費や し､1936年に上程を完成 させた｡供水区域は城内全域､商埠地､東関､西関 ､

南関､北開､北市場､繭市場の一部に達 し､合わせて面積 5子平方キロメー トルになったと46')

言われる｡この詳 しい状況は今後の課題 として再検討 したいO

<注>

1)貌明 ｢張稚寛経済活動評述｣胴 皇二会科学戦線』1986年第 3期)0

2)都窪英 ｢張搾轟改革的経済思想｣(『北方 文物』 1997年第 i期)｡

3)机酎着｢論張作森的軍事改革｣(『社会科学轄 則』 199摘 三第 2期)i,

4)劉志超 ｢試論王永江的理財思想｣(『遼寧 大学学報』 且989年第 5期);魯岩 ｢論王永江的治奉思想日『遼
寧師範大学学報』社会科芋版 砂20 0 1年 3月)｡

5)蒋立文｢玉永江与奉系新政｣膵近現代 史研 究』20 07年第 4期);｢美｣汲onaidS油 sk主著､安寧訳 ｢王永
江尊厳三省官銀弓-的墨線｣ ( 『 史学発刊』20 03年 1月)｡

6)薗応泰日工永江与張作森 的 恩 怨 離 合 ｣ ( 『 民汚毒3春秋』 1998年 05期)｡

7)江夏由樹 ｢旧奉天省遼 鴨 の 郷 間 指 導 着 京 愈 鎧 について｣膵一橋論叢狛 00番､6号､1988年)｡

S)松重充浩｢保境安 民 期 に お け る 張 作 轟 地 域 権 力の地域 統 合策｣ (『史学研究』 相6号､i990年)0
9う松墓充浩｢張搾 轟 に よ る 奉 天 省 権 力 の 掌 握 と その支持 基 盤 ｣ (『史学研究』 192号 ､1991年)｡

靭 この点にd-3 い て U 澗 T･ 究 は 渋 谷 由 E製 ｢ 張 作 森 政 権p-の 奉 天 省 民 政 と社会… 王永江 を 中心 とする｣(『東洋
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史 研 究 』 52巻 巨鋸 がその先駆的な試みであるO渋谷氏は張作寮政権を張中心 ではな く王永 江 を 中心

に 考 え ､ 時に ｢煤塵安民｣期か ら E永江辞任までの時期に行 われ た財政改 革や民政 をあ る程 度 明 らか

に し た ｡

H ) ｢県 知 事学上 奉天省長公省硝薬全宗､第 4060弓一巻､ (遼寧省持薬館所蔵)⊂〕

12) 北 大 ヒ本 専門部卒 佃 22),奉天省公署抜 上 吉林省公 署技監,産業部建設 司工務科養 ,溝 酢 i二地 開

発 会 社副理 事長 日939.号0-)歴任｡小都晶 f-『日本人移民政策 と ｢清洲因｣政府の制度的対応』 (『ア

ジ ア経済』XLVH叫魂､2醐6.49蔚)o

i3)張間際 ㌢寒天省 市政狛 和露｣(『東方』 1924年)､遼寧省図書館所蔵､17頁｡

描) ｢奉天 市政公所正式開所上 JACAR(アジア歴 史資料セ ンタ-)Ref.BO30射582700 (第 03糾 し画像 E吊 関

東都督府政況報賢並雑報第 十八巻 日.5.3)､(外務省外交史料館)0

i5)王夙悉 『正永江 与奉天省 早期現代化研究』(古林大学出版社 2010年 )､174貢｡

捕)南清洲鉄道株式会社総裁室地方部残務整理委員会 『満鉄附属地経営沿革史』中巻､龍渓書房 ､首977年 ､

677頁 ｡

王7) ｢奉天水道問題｣『満州 日日新聞』､1915年 7月 18日付 (神戸大学新聞記事文庫)a
噂 ｢奉垣市政改進規則談｣『東省経済月刊』日926年)､遼寧省図書館所蔵､5昔東c
i9) ｢自乗水説明及び概算表｣､奉天市政公所梢､巻宗号 345､滴陽市本当案館所蔵0

20) ｢奉天省長公署訓令第 108号｣､奉天市政公所梢､巻宗号 345､滴陽 市朽案館所蔵,I

21) ｢奉天電車､水道布設計画｣､JACAR Ref.BO3041582700 (0194-0195画像 目)関東都督府政況報告

並雑報第十七巻 日.5.3) (外務省外交史料館所蔵)0

22) ｢将軍署為張嗣良創設省城 自乗水公司軌 ､奉天省長公署梢､全宗号 JC10-巻軸 o鵬8-案巻号 3166-

000626頁 (遼寧省硝薬館所蔵マイ クロフィルム)0

23)同前､JC10-0068-3166-000630頁｡

二郎 l砧1;工 JC10-00(lS-:llm'-000(l二dr:iJ

25)同前､JCl0-0068-3166-000629頁0

26)この点については､奉天市政公所朽案 に二つの文書がある｡)-つは 9月 10日に市報に広告 を掲載す る

要請である｡ も う一つはその広告の内容であるo ｢力布吉道立奉公所視力嫡求更生清清市 内懐料起 乱

視等亦 由来水撃聴力有土木寺家富J二自乗水線敢有意 承み此碩事壮者消印来所協脱 汁別体 -切以便法行

為此布針 ･..=｣ (｢奉天市公所広告｣奉天 市政公所梢､巻宗 号 345､滴暢 市 硝 薬館所蔵)｡

27) ｢呈省長為視具第--期 自乗水計画予算請抜款興舞曲｣奉天市政公所梢､巻 宗 号 514､滴陽市相楽館所

蔵｡

28) ｢奉天省 段公署指令第 10207Fl3-｣奉天市政公所持､巻宗 PJ-5川､ (洛陽翻 当案館所蔵)｡

29) ｢据毛鵬程呈勘桔市政公所 自乗水計画由上 奉天市政公所梢､巻宗号 514 (播陽 市硝薬館所蔵)｡

30)董慧 嘉､泥秀青史端 『張学良薫京北新建投資料逸』 (香港同断 lE,版社 1998年 呈0即 ､425百0

31) ｢星省溌- 兼革み第 一期 自乗水損机廃残進行清核示｣､奉天市政公所梢､巻宗号 514 (漆陽 市 梢 案 館所

蔵 1

32)｢嬢王有狂暴報執嚢市政公開第 ･期 自乗水計画書｣､奉天市政公所持､巻宗号 51射 藩陽覇者当薬餌所蔵)｡

33)西相成雄 『張学良- 日中の覇権 と ｢清洲｣』 (岩波書店 1996年)､48頁｡

34)東北地域 の最高行政機関 として成立 し､奉 ･吉 ･黒 ｡勲の四省 を管轄す るC 中央 と東北地方の接点 と

して重要な役割 を果た していた｡何度 も撤廃す る報道があったが､清洲事変までず っ と存続 し､且931

年 12月に新たに成立 した北平政務委員会に兼併 されたC詳 しくは康越 ｢対 dt嘉北政各委員会 "的初探｣

(『朱北易観聾泰北新建 投国防学東研村会桧文集』香港同樺 出版社､i9粥 年 且2月)参照0

35)刺忠剛 ｢建蔑新射 ヒ,促選 中間現代化-槍推学 良的京北新建 役目 前掲 『東北易帆聾森北斎建 投国防学

東研村会 拾文集』)封7頁｡

37) ｢市政公研褒兼等赤白来水清示山上 奉天省長公署梢､全宗号 JCIO-巻軸 oo鍋 -案 巻 号 3且78-00i545

頁 (遼寧省梢薬餌所蔵マイ クロフィル ム)0

38) ｢事 由市政会所痢察為等み gI3釆水清示如法｣､奉天省長公署梢､全宗 弓リC相十各軸 醐 68-案巻 弓-3178

-0015射 貫 く遼寧省朽案館所蔵マイクロフィルム)0

39) 日夏を｡覆効率喪沈紬汀等投麦三_∃来水 d案山上 奉天省長公 馴 当､全宗 弓-3CIO-巻軸 醐 68-案 巻 替3178-

00旦548函 (遼寧省相楽館所蔵マイクロフィルム)O

瑚 r奉院や公布提椙か自乗水か去清 食 照 惰 属建加 蔓日､奉天省産公署梢 ､ 全景 ぢ-3C10-巻 輔 0068-案巻

替封78-00旦551責 (遼寧省硝 薬 鰭 所 蔵 マ イ クロフィルム)o

刺)｢動卜棚 倉建投行為等段目 栗 東 如 法 ｣ ､ 奉 天 省 長公署梢 ､全宗 弓-JC柑-巻 軸 0068一 案 巻 弓-3178-00旦557

頁 (遼寧省梢薬餌所蔵 マ イ ク ロ フ ィ ル ム ) ∩
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42) ｢汁剰 由来水先決 蜜根上 奉天省長公 署梢､全景替JCi0-番軸 0068-案巻号封78-00i559-醐1561
蔚 (遼寧省硝薬館所蔵マイ クロフィル ム)｡

43日 929年 1月 30日､東北政務委員会の議決 により､省城商埠地 は奉天市政公所と合併した｡その結果建
設庁は商埠地 を この計画に入れた｡ ｢奉天省政府 訓令第 42'｡3-｣ (前掲 『誰学良ち森北新建 没資料透』)

舶 責｡

44日 裾奪建投庁鳩 陽市政公所為等据 由来水 ･案｣､奉天省長公 署梢 ､全宗 弓-JCm-巻軸約68-案巻号 3178-001562蔚 (遼寧省相楽館所蔵マイ クロフィルム)｡)

45) ｢為 自乗水魔帰本所等鮒 各線 由｣､奉天 市政公所梢､巻宗号 3392(藩暢市持薬館所蔵) C

46)夏儒林 ｢開放奉天 市 L水道｣『奉天市之現状及将来』 (奉天市政公署編 1936)第 27責 (遼 寧 省 挺】書館
蔵書)0

吏指導教員 (芳 井研 -教授)､副指導教員 (山内民博準教授 申広川佐保准教授)
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